
年齢 役職 内容

10歳まで
医師・看護師

• 疾患に関しての知識の評価を行い、適宜年齢に応じた説明を行います
• 診療に対しての意思決定を行っていくにあたりヘルスリテラシーの教育的支援を行います

医師・薬剤師 • 治療に対しての理解度の評価を行い、適宜年齢に応じた内容の説明を行います

13歳以降
医師 • 外来を単独で受診し、両親は後で合流するなど診療方法の移行を行っていきます

医師・看護師 • 症状や治療に関する質問や意見が単独で述べられるか評価を行います

15歳から
16歳

医師・看護師

• チェックリストを用いて評価を行い、状況に応じて教育プログラムを行っていきます
• 疾患、治療法の理論的根拠、症状の原因に関する知識を評価し、適宜説明を行います
• 症状悪化の徴候を認識できるか評価を行い、対処法を説明します
• 成人移行プログラムの詳しい説明を行います
• 性・生殖に関する知識を評価し、適宜説明を行います（Ⅱ-1、2項を参照）

医師・看護師・
SW

• 進学や就労、医療負担の変化を考慮した支出のシュミレーションを実際に行うよう促します
• 保健医療システムの最適化（小児慢性特定疾病から指定難病医療費助成制度への変更など）
を測るための手段を検討します

16歳から
18歳

医師・看護師
• 小児科チーム内で患者の準備状況に関するカンファレンスを行います
• 患者・家族の意見を確認し、問題点の抽出を行います

「準備が整っ
た」と考えら
れる年齢

医師・看護師
• 小児科チーム、成人科チームの面談を行い、問題点の改善状態を確認します
• 紹介状や病状のサマリーの作成を行います
• 緊急時の対応をどのようにするかなどを確認します

患者・家族
• 成人医療機関への見学やパンフレットなどを確認します
（緊急時の電話番号や所在地に関して確認を行います）

SW: ソーシャルワーカー

「成人移行JIAおよびAYA世代RA診療支援ハンドブック」資料Ⅰ-3-2

各役職の移行支援として行っていくべき内容とおおよその開始年齢

櫻井育穂：「成人移行期支援看護師・医療スタッフのための移行期支援ガイドブック（第2版）」，東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科国際看護開発学，2012，東京，p.17より許諾を得て改変して転載
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